
通
信
産
業
労
組
静

岡
支
部
は
、
統
一
回

答
指
定
日
の
3
月
9

日
、
回
答
は
「
ゼ
ロ
」

N
T
T
の
不
誠
実
な

姿
勢
に
10
日
、
静
岡

市
の
電
ビ
ル
前
で
、

大
幅
賃
上
げ
・
労
働

時
間
短
縮
な
ど
春
闘

要
求
実
現
を
か
か
げ
始
業
時
か

ら
10
時
ま
で
の
時
限
ス
ト
ラ

イ
キ
を
決
行
し
ま
し
た
。

静
岡
支
部
の
榊
原
委
員
長
は

「
私
た
ち
の
賃
上
げ
要
求
２
５

０
０
０
円
/
月
額
、
非
正
規

労
働
者
２
５
０
円
/
時
給
に

対
し
ゼ
ロ
回
答
、
全
国
で
ス
ト

ラ
イ
キ
に
入
っ
た
。
食
料
品
な

ど
生
活
必
需
品
の
高
騰
で
生
活

が
苦
し
く
な
り
生
活
を
守
る
た

め
に
大
幅
賃
上
げ
が
必
要
だ
。

N
T
T
は
8.
9
兆
円
を
超
え

る
内
部
留
保
を
抱
え
、
株
主
配

当
も
増
や
し
て
い
る
。
内
部
留

保
を
取
り
崩
し
全
社
員
に
賃
上

げ
を
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
ま
し

た
。こ

の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
、
県

評
は
じ
め
静
岡
地
区
労
連
の
仲

間
が
支
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

静
岡
駅
地
下
道
で
、
７
時

15
分
よ
り
春
闘
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
し
た
。

春
闘
共
闘
会
議
の
菊
池
議
長

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
非

正
規
労
働
者
に
大
き
く
の
し
か

か
り
、
物
価
の
上
昇
が
生
活
を

脅
か
し
て
い
る
。
暮
ら
し
の
改

善
、
景
気
の
回
復
の
た
め
に
最

低
賃
金
を
全
国
一
律
１
５
０
０

円
に
」
「
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
・
増
員
」
ま
た
「
大
企
業
は

内
部
留
保
を
４
６
６
兆
円
と
過

去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
労
働

者
の
賃
金
は
下
が
り
続
け
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
の

22
春
闘
、
大
幅
賃
上
げ
で
誰

も
が
希
望
の
持
て
る
社
会
の
実

現
を
」
ま
た
「
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
即
時
停
止
」

な
ど
通
勤
途
上
の
人
た
ち
に
訴

え
ま
し
た
。

西
部
地
区
労
連
は
、
9
日
、

浜
松
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
静
岡
地
区
労
連
は
、

静
岡
市
と
商
工
会
議
所
へ
申
し

入
れ
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

第
5
回
ス
ズ
キ

補
助
金
裁
判
が
3

月
24
日
静
岡
地
方

裁
判
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

ス
ズ
キ
が
、
検

査
デ
ー
タ
や
完
成

車
検
査
で
不
祥
事

が
相
次
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
浜

松
市
が
補
助
金
約

43
億
５
０
０
０
万

円
を
交
付
し
、
申

請
時
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
の
な
い
こ
と
を

要
件
と
す
る
市
要
綱
に
反
す
る

と
し
て
、
補
助
金
の
返
還
を
求

め
た
も
の
で
す
。

第
5
回
口
頭
弁
論
で
市
側

は
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
項

は
内
部
基
準
（
行
政
規
則
）
で

あ
り
法
的
拘
束
力
は
な
い
。
違

法
と
な
る
の
は
一
定
の
基
準
を

超
え
た
場
合
に
限
る
」
「
住
民

の
福
祉
向
上
の
た
め
に
交
付
の

要
否
は
政
治
的
、
政
策
的
裁
量

が
認
め
ら
れ
る
行
為
に
、
市
長

に
広
範
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
」

な
ど
の
準
備
書
面
を
提
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
裁
判
長
よ
り
争
点
整

理
す
る
た
め
に
次
回
は
非
公
開

の
進
行
協
議
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
7
日
15
時

進
行
協
議

8
月
4
日
15
時

口
頭
弁
論
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県評しずおか

す
べ
て
の
労
働
者
の

大
幅
賃
上
げ
を

JMITU通信産業労組
ストライキ決行

静
岡
駅
地
下
道
で

春
闘
宣
伝

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
、
労
働
者
・

住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
が
深

刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
改
善
に
向

け
「
コ
ロ
ナ
禍
、
地
域
経
済
を

守
る
施
策
」
「
最
低
賃
金
を
１

５
０
０
円
に
」
な
ど
5
項
目
に

つ
い
て
、
経
営
者
団
体
と
静
岡

県
へ
要
請
・
懇
談
を
し
ま
し
た
。

3
月
17
日
、
中
小
企
業
団
体

中
央
会
「
コ
ロ
ナ
禍
で
ホ
テ
ル
、

飲
食
業
な
ど
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
る
。
そ
の
上
に
原
油
高

で
大
変
な
状
況
に
あ
る
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
つ
い
て
は

中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
る
」

3
月
18
日
、
県
商
工
会
議
所

連
合
会
「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

状
況
に
あ
る
。
国
や
県
に
対
し

支
援
を
要
請
し
て
い
る
」
「
最

低
賃
金
の
引
上
げ
は
賛
成
だ
が
、

今
引
き
上
げ
る
の
は
賛
成
で
き

な
い
」
「
賃
上
げ
は
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
前
よ
り
売
り
上
げ
が
減
っ
て

い
る
状
況
で
、
賃
上
げ
を
お
願

い
で
き
な
い
」

午
後
、
中
小
企
業
家
同
友
会

と
懇
談
「
当
会
は
、
人
を
生
か

す
経
営
・
自
主
運
営
・
労
使
関

係
は
良
く
を
目
的
に
活
動
し
て

い
る
。
最
賃
１
５
０
０
円
に
つ

い
て
、
目
標
と
し
て
は
よ
い
が

中
小
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
。

イ
ン
ボ
イ
ス
の
導
入
に
は
反
対

し
て
い
る
」

3
月
25
日
に
は
経
営
者
協
会
、

3
月
29
日
、
商
工
会
連
合
会
と

懇
談
し
ま
し
た
。

静
岡
県
と
3
月
30
日
要
請
と

懇
談
を
行
い
、
公
契
約
条
例
・

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
・
ケ
ア

労
働
者
の
待
遇
改
善
・
県
内
企

業
に
大
幅
賃
上
げ
の
要
請
や
中

小
企
業
支
援
な
ど
に
つ
い
て
要

請
し
懇
談
を
し
ま
し
た
。

静
岡
県
評
は
3
月
15
日
、
静

岡
駅
地
下
道
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
募
金
活
動
を
行
い
７
５
２
８

７
円
集
ま
り
、
ユ
ニ
セ
フ
と
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
に

募
金
を
渡
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
軍

事
侵
攻
し
、
病
院
や
学
校
な
ど

へ
攻
撃
し
市
民
の
犠
牲
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

世
界
中
で
「
ロ
シ
ア
は
戦
争

止
め
よ
」
の
声
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ロ
シ
ア
は
「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
即
時
無
条
件
撤
退
」
す

べ
き
で
す
。

紛
争
の
平
和
的
解
決
を
定
め

春
闘
要
求
で

静
岡
県
・
経
営
者
団
体
と
懇
談

スズキ補助金訴訟
第5回口頭弁論

ロ
シ
ア
は
軍
事
侵
攻
や
め
よ
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
い
の
ち
を
奪
う
な
！

た
国
連

憲
章
と

国
際
法

に
基
づ

い
て
外

交
的
な

打
開
の

努
力
を

尽
く
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

安
倍
元
首
相
は
「
核
共
有
」

に
つ
い
て
「
議
論
は
行
っ
て
い

く
べ
き
だ
」
と
、
高
市
早
苗
政

調
会
長
は
非
核
三
原
則
を
見
直

す
議
論
に
意
欲
を
示
し
、
日
本

維
新
の
会
は
「
核
共
有
」
の
論

議
を
開
始
す
る
「
緊
急
提
言
」

を
し
て
い
ま
す
。

「
力
に
は
力
を
」
と
ひ
た
す
ら

陥
っ
て
し
ま
え
ば
、
プ
ー
チ
ン

大
統
領
と
同
じ
立
場
に
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
核
の
な
い
世
界
」
を
目
指
す

国
際
的
な
流
れ
に
逆
行
す
る
も

の
で
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
の
た
め
の

人
道
的
な
支
援
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

支
援
募
金
７
５
２
８
７
円
集
ま
る

ストライキの支援に駆け付けた仲間と通信産業労組組合員（上）
要求実現を目指しシュプレヒコール（右）＝3月9日

ロシアは戦争をやめよと訴える菊池議長
＝3月15日、静岡駅北口地下道

上
か
ら
、
中
小
企
業
団
体
中
央

会
・
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・

中
小
企
業
家
同
友
会
・
経
営
者

協
会
・
静
岡
県

裁判終了後の報告集会＝3月24日、あざれあ

3
月
9
日
、
集
中
回
答
日
翌
日
の
10
日
「
22
春
闘
全

国
統
一
行
動
」
を
取
り
組
み
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
大

幅
賃
上
げ
」
「
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

即
時
中
止
」
な
ど
を
訴
え
、
春
闘
要
求
実
現
に
向
け
朝

の
宣
伝
、
争
議
支
援
な
ど
行
い
ま
し
た
。



記
念
講
演
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
伊
藤
千
尋
さ
ん
（
9
条

の
会
世
話
人
）
が
「
今
こ
そ
憲

法
9
条
を
生
か
す
と
き
、
改

憲
の
動
き
を
逆
転
さ
せ
る
た
め

に
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
軍
事

侵
攻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
と
9

条
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
文
豪
ゴ
ー
リ

キ
や
作
曲
家
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

を
生
ん
だ
国
。
ロ
シ
ア
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
「
小
ロ
シ
ア
」
と
呼

ん
で
支
配
し
て
き
た
。

ロ
シ
ア
は
侵
略
の
理
由
に

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
の
一

部
、
そ
こ
に
N
A
T
O
が
拡

大
し
て
き
た
」
と
言
う
が
そ
れ

は
違
う
。

自
ら
望
ん

で
加
盟
を

目
指
し
て

い
る
。

ロ
シ
ア

は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に

一
部
支
配

地
域
を
作

り
独
立
を
承
認
し
「
ロ
シ
ア
住

民
の
保
護
」
と
軍
隊
を
派
遣
し

た
。
国
際
法
に
違
反
し
た
行
動

だ
。
こ
の
侵
攻
は
「
国
連
憲
章
、

国
際
法
」
に
違
反
し
て
い
る
。

国
連
総
会
緊
急
特
別
会
合
で

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

対
し
、
人
道
決
議
を
賛
成
１
４

０
ヵ
国
、
反
対
５
ヵ
国
、
棄
権

38
ヵ
国
で
採
択
し
た
。

世
界
か
ら
反
戦
の
声
が
大
き

く
上
が
り
ロ
シ
ア
国
内
で
も
反

戦
デ
モ
が
起
き
て
い
る
。
世
界

の
人
々
は
「
戦
争
や
め
ろ
」
で

声
を
上
げ
て
い
る
。

岸
田
政
権
は
「
憲
法
改
正
の

実
現
を
目
指
し
」
「
敵
基
地
攻

撃
能
力
を
検
討
す
る
」
と
プ
ー

チ
ン
化
し
て
い
る
。
ま
た
日
本

は
世
界
5
位
の
軍
事
大
国
だ
。

沖
縄
で
は
陸
上
自
衛
隊
の
レ
ー

ダ
ー
サ
イ
ト
や
ミ
サ
イ
ル
基
地

を
作
っ
て
い
る
。

今
こ
そ
平
和
の
道
を
選
ぶ
べ

き
「
9
条
」
の
出
番
だ
。

世
界
に
憲
法
9
条
を
拡
げ

よ
う
、
「
力
の
対
決
」
は
、
い

つ
か
大
衝
突
と
な
る
。
対
話
こ

そ
平
和
を
生
み
出
す
、
と
語
り

ま
し
た
。
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今こそ平和の道を選ぶべき
「9条」の出番だ

め
な
い
『
家
族
』
像

～
」
と

題
し
講
演
し
ま
し
た
。

小
笠
原
さ
ん
は
「
日
本
は

「
専
門
職
も
リ
ー
ダ
ー
も
、
男

女
格
差
だ
ら
け
」
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
世
界
１
２
０
位

の
国
。
賃
金
の
男
女
間
格
差
は

大
き
い
。
ま
た
、
女
性
の
議
員

が
世
界
的
に
も
少
な
い
、
女
性

議
員
を
増
加
さ
せ
る
行
動
を
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

各
分
野
か
ら
の
現
状
報
告

「
コ
ロ
ナ
対
策
で
仕
事
量
が
増

加
し
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い

が
減
少
し
心
配
だ
。
保
育
士
の

給
料
の
低
さ
が
際
立
ち
命
を
守

り
育
て
る
仕
事
の
重
要
さ
が
見

直
さ
れ
て
い
な
い
」
（
保
育
）

「
小
中
一
貫
校
の
構
想
が
県
内

で
進
ん
で
い
る
。
規
模
が
拡
大

す
る
こ
と
で
子
ど
も
に
対
す
る

き
め
細
か
な
教
育
が
で
き
な
い
。

検
討
委
員
会
は
ほ
と
ん
ど
男
性

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
島
田
市

で
お
き
て
い
る
学
校
統
廃
合
を

許
さ
ず
子
ど
も
の
立
場
で
声
を

上
げ
て
い
く
」
（
教
育
）

「
女
性
か
ら
の
労
働
相
談
は
約

8
割
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
係
」

人
権
を
守
る
取
り
組
み
が
重
要
。

不
当
解
雇
で
闘
う
新
組
合
員
か

ら
「
上
司
か
ら
休
養
中
で
も
仕

事
の
指
示
が
く
る
。
有
給
休
暇

は
無
い
と
言
わ
れ
抗
議
し
た
ら

解
雇
さ
れ
、
裁
判
で
闘
っ
て
い

る
」
（
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）

集
会
ア
ピ
ー
ル
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
、
目
前
に
迫
っ
た
参
議
院
選

挙
で
は
改
憲
派
を
増
や
さ
な
い

よ
う
奮
闘
し
よ
う
」
ま
た
、

「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
抗
議
す
る
特
別
決
議
」
を
採

択
し
ま
し
た
。

3
月
10
日
、
定
例
研
究
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
「
障
害
者
政

策
と
S
D
G
ｓ
」
と
題
し
て
、

磯
野
博
氏
（
日
本
医
療
総
合
研

究
所
協
力
研
究
員
）
が
報
告
し

３
月
５
日
、
静
岡
市
の
あ
ざ

れ
あ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
国

際
女
性
デ
ー
静
岡
県
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
長
の
高
池
梓
さ
ん

は
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
女
性
の
自
由
と
平
等
の
た

め
に
た
た
か
う
国
際
婦
人
デ
ー

の
理
念
に
真
っ
向
か
ら
対
立
す

る
も
の
で
あ
り
抗
議
の
声
を
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

小
笠
原
里
夏
弁
護
士
が
「
な

ぜ
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は

進
ま
な
い
の
か
？
～
自
民
党
改

正
案
が
し
め
す
『
個
』
を
み
と

ジ
ェン
ダ
ー
不
平
等
を
解
消
す
る
た
め
に

女
性
議
員
を
増
や
そ
う

２
０
２
２
国
際
女
性
デ
ー
静
岡
県
集
会

講演会のお知らせ

日時：6月5日（日）14時 13時30分受付
会場：静岡労政会館 視聴覚室
講演：「職場でハラスメントを防止するために」

講師：天笠 崇（あまがさ たかし）医師

共催：静岡県安全健康センター ・静岡県評

講師の天笠医師は、労働と精神医学を積極的に関

連づけて研究されている全国でも数少ない医師で

「東京いの健センター」の理事長、社会医学研究セ

ンター代表理事など積極的な社会活動もされている、

稀有な方です。過去に数多くの過労死事件などの医

学的意見書を書かれてきたことでも知られています。

現在、静岡社会健康医学大学院大学に在職し、同

時に代々木病院の精神医療に取り組んでいます。

代々木病院では精神科医療を提供しています。毎月の延べ患者数は約

1300人前後、デイケア（大規模）を付設しています。毎週「労働精神科
外来」を開設、「根拠に基づく医療」を実践しています。

静岡社会健康医学大学院大学では、研究テーマは労働ストレス要因と

精神疾患、職場のメンタルヘルス対策等。担当は環境健康科学・産業衛

生学、行動医科学等です。

著書は「救える死 自殺のない社会へ」「成果主義とメンタルヘルス」

「うつ病診療における精神療法」など多数。

男
女
平
等
の
日
本
に
と
話
す
小

笠
原
弁
護
士
＝
3
月
5
日

ま
し
た
。

障
害
者
政
策
を
充
実
さ
せ
て

ゆ
く
た
め
に
も
、
S
D
G
ｓ
の

障
害
者
に
関
す
る
部
分

を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
し
か
し
日
本
で
は

多
く
の
デ
ー
タ
が
公
表

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ

は
障
害
者
に
関
す
る
デ
ー
タ
そ

の
も
の
が
乏
し
い
こ
と
に
あ
り

ま
す
。

最
近
や
っ
と
社
会
生
活
基
本

調
査
な
ど
の
国
の
基
幹
統
計
で
、

障
害
者
の
項
目
が
入
り
、
定
量

的
な
デ
ー
タ
と
し
て
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
障
害
者

団
体
の
運
動
で
は
事
例
研
究
は

進
ん
で
い
ま
す
が
、
定
量
的
デ
ー

タ
が
少
な
い
た
め
客
観
性
に
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

基
幹
統
計
の
デ
ー
タ
を
二
次
利

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
害
者

政
策
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
S
D
G
ｓ

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
レ
ポ
ー
ト

２
０
２
１
」
は
、

S
D
G
ｓ
市
民
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
S

D
G
ｓ
達
成
に
向
け

た
現
状
と
課
題
を
分

析
し
、
日
本
政
府
へ

の
提
言
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
目
標
８
「
働
き
が

い
も
経
済
成
長
も
」
に
お
い
て

は
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
ま

す
。
「
民
間
企
業
に
よ
る
障
害

者
雇
用
が
増
加
す
る
一
方
、
約

８
割
が
正
規
以
外
の
労
働
条
件

の
雇
用
形
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
営
悪
化

や
テ
レ
ワ
ー
ク
移
行
の
難
し
さ

に
よ
る
障
害
者
の
解
雇
・
失
業

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
」

障
害
者
政
策
と
S
D
G
ｓ

静
岡
県
労
働
研
究
所

福
島
原
発
事
故
は
、

い
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い

溶
け
落
ち
た
燃
料
デ
ブ
リ
が
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

あ
ふ
れ
出
す
「
汚
染
水
」
が
た

ま
り
続
け
て
い
ま
す
。
国
と
東

京
電
力
は
、
薄
め
て
海
に
流
そ

う
と
し
て
い
ま
す
、
地
元
の
漁

協
な
ど
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
は
、
い
ま
だ

福
島
の
原
発
事
故
か
ら
11
年

目
の
3
月
11
日
に
、
原
発
な
く

す
静
岡
の
会
＆
金
曜
ア
ク
シ
ョ

ン
＠
静
岡
の
呼
び
か
け
で
「
3.

11
福
島
を
忘
れ
な
い
メ
モ
リ
ア

ル
ア
ク
シ
ョ
ン
」
を
午
後
4
時

よ
り
静
岡
駅
地
下
道
で
行
い
ま

し
た
。

福
島
原
発
内
部
に
は
、
い
ま
だ

終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
中
部
電
力
は
『
電
力
の
安

定
供
給
の
確
保
に
向
け
て
、
再

稼
働
も
不
可
欠
、
着
実
に
歩
み

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
再
稼
働
の
準
備
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
再

稼
働
に
反
対
す
る
県
民
世
論
を

無
視
す
る
も
の
で
す
。

原
発
の
再
稼
働
で
な
く
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換

を
進
め
る
べ
き
で
す
。

3
・
11
福
島
を
忘
れ
な
い
メ
モ
リ
ア
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

静岡県憲法共同センター2022年総会が3月27日静岡

市のあざれあで開催され、オンラインを含め約100

名が参加しました。

世界に憲法9条を拡げようと訴え
る伊藤氏＝3月27日、あざれあ

原
発
事
故
か
ら
11
年
、
ふ
る
さ
と

に
帰
れ
な
い
人
も
大
勢
い
ま
す

No.79

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.91

働くものの団結で生活と権利を守り、

平和と中立の日本をめざそう

一コマ漫画


